
　　＊環境配慮指針について検討するため，環境配慮指針骨子（案）の参考とした先進事例を視察した。 (２) 矢作川の水環境

　　1960年代，高度経済成長に伴い，山砂利，陶土採取業者が上流の山を切り崩して採取した土砂を川の水で洗ったことに

　①豊田市　　②矢作川沿岸水質保全対策協議会
　より，ヘドロが川に流れ，また，流域内に進出した大規模な工場は工場排水を垂れ流しにした。さらに，宅地やゴルフ場の

　造成工事による上流山間部の伐採により，サバ土と呼ばれる流れやすい性質を持つ表層が露わになり，豪雨時に大量の

　土砂が流出し，川底にヘドロが溜まるなど，矢作川の水環境は悪化していった。その結果，下流で営まれていたノリやアサ

　リの養殖不振や農業用水の悪化による稲の根腐れなど，下流の漁業や農業に大きな被害をもたらした。

(３) 矢作川沿岸水質保全対策協議会設立

　　1969年，矢作川水系の河川及び三河湾の漁場の水質浄化を目指し，下流の６農業団体，７漁業団体，矢作川を水道水

　源とする６市町で組織する矢作川沿岸水質保全対策協議会（矢水協）が設立された。設立後，矢水協は汚濁源の監視パ

　トロールや違反者の告発などの活動に加え，「流域は一つ，運命共同体」を合い言葉に上下流域の交流会や啓蒙活動，

　環境学習等を続けた。

(４) 行政との協調体制の確立

　　矢水協の地道な活動が評価され，1977年，愛知県は大規模開発の許可条件に矢水協の同意を求めることとした。(紳士

　協定）これにより，矢水協は開発の事前協議において意見を述べることが可能となり，矢水協の活動は，流域内の「秩序あ

　る開発」の推進へと転換していった。

　「秩序ある開発」・・・(1)流域全体を見通した開発順位の決定

　　　　　　　　　　　　　　　順位決定の判断基準：①公共事業②過疎対策③地域の経済発展につながる事業

　　　　　　　　　　　　　 (2)土砂流出防止対策（濁水を出さない工事）の検討・実施

(５) 現在の活動内容

　　①　水質汚濁防止のための文書協議　

１ 公共工事における環境配慮指針について 　　　 （協議対象） ①河川・湖沼・道路など主要公共工事

　　Q１　環境配慮指針作成の背景は？
　　　　　　　　　　　 ②3000㎡以上の面積を有する土地開発行為

　　　⇒豊田市環境基本条例及び豊田市総合計画に基づく市の環境率先行動として作成 　　　　　　　　　　 　③日排水量20㎥以上の工場等

　　Q２　環境配慮指針の取組み実績は？
　　②　矢作川方式による水質保全活動

　　　⇒環境配慮率はほぼ100％を達成（平成29年度99.6％，28年度99.3％） 　　　◎河川を汚濁させないための手続き

　　Q３　環境配慮指針による効果は？
　　　　・開発行為の事前協議

　　　⇒公共工事に携わる職員の環境意識の向上

　　Q４　民間開発への指針の適用予定はあるか？
　　　⇒今のところ，民間開発に適用する指針を作成する予定はない。

２ 民間開発等に対応するための手段

　　・豊田市開発事業に係る手続等に関する条例

→　一定の条件を満たす開発事業に対して，住民への説明会や協議を行うことや開発事業前に市の承認を受ける

　　ことを義務付け

　　・豊田市林道管理規則

→　林業や生活物資の運搬など，条件に該当する場合を除き，車両による林道の通行を禁止

⇒　産業廃棄物を運搬する車両等の通行を規制
　　　　・企業や住宅団地との排水処理の協議（協議成立をもって行政許可）

　　　　・施工業者に防災計画書の提出を求める

(１) 矢作川流域の概要 　　　◎土砂濁水浄化の手法

　　矢作川は，長野県南部の山岳に源を発し，長野県，岐阜県，愛知県の３県を流れて三河湾に注ぐ約120㎞の河川で， 　　　　・竹ソダろ過工法による仮設沈砂池・調整池の設置

　流域内には愛知県22市町村，岐阜県３町村，長野県２村，約130万人の人口を抱えている。 　　　　　＊実際に竹ソダろ過工法を取入れた工事を実施している現場を視察した。　　（資料③参照）
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